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定義 開口部の形状
1.半円形 半円形の開口部が有る
2.開口無 開口部が無い
3.円形・正方形 円形又は正方形の開口部が有る
4.ヨコ長 水平方向へ延びる開口部が有る
5.タテ長 垂直方向へ延びる開口部が有る
図 1　ソチミルコのレストラン 図 2　宇宙線研究所 図 3　ラ・フロリダ教会 図 4　コヨアカン市場 図５　サンタ・モニカ教会
図 6　ソレダ礼拝堂 図 7　ハイ・ライフ繊維工場 図 8　サンタ・モニカ教会 図 9　パウル礼拝堂 図 10　スポーツ・パレス
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定義 構造システム
A 単体 1つのHPシェルが自立している状態
B 集合 複数のHPシェルがそれぞれ自立している状態
C HP+HP RCのHPシェルが複数あり、支え合っている状態
D HP+S RCのHPシェルに鉄骨が付加されている状態
E S+S 複数のHPシェルが鉄骨のみで生成されている状態
自立型
連結型
構造システム 自立型
(A)　単体開口部の形状
(1)半円形
(2)無開口
(3)円形・正方形
(4)ヨコ長
(5)タテ長
1955 ソレダ礼拝堂
1957 H・ナイトクラブ
1958 クエルナヴァカの礼拝堂
(B)　集合 (C)　HP+HP (D)　HP+S (E)　S+S
連結型
1957 ソチミルコのレストラン
1959 バカルディの瓶詰め工場
1959 H・劇場とレストラン
1962 ボタニカル大学の庭園東屋
1964 ミラグローサ教会
1965 ラ・フロリダ教会
1951 宇宙線研究所 1953 株式取引所
1958 アルバニコス広場の売店
1965 ラ・フロリダ教会
1968 スポーツ・パレス
1955 ダンス教室 1954 リオの倉庫
1954 ハイ・ライフ繊維工場
1955 コヨアカン市場
1955 セレステイノ倉庫
1956 ハマイカ市場
1968 キャンデリア駅
1953 セダス・パリジナ工場
1961 ヴェラクルス倉庫
1964 ナショナル倉庫
1953 メキシコ税関倉庫
1959 バカルディの瓶詰め工場
1960 サンタ・モニカ教会
1956 S・A・ウェルタス教会
1959 サン・ホセ・オブレロ教会
1959 S・V・デ・パウル礼拝堂
1961 サン・ペトロ殉教者教会
1961 N・グアダルーペ教会
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